


要約:近年、低出生体重児の中枢神経障害の原因として、脳室周囲白質軟化症(PVL)か、ク

ローズアップされてきている。そこで、PVL 例の出生周辺の発症危険因子について検討を

行なった。前方視的および後方視的研究から、出生前の PVL 発症危険因子として、高度変

動一過性徐脈およぴ持続性徐脈がクローズアツプされた。胎児の心拍出量は心拍数に依存

しており、徐脈時には、胎児の脳は低潅流状態に陥っていると考えられ、胎児徐脈の悪影

響が強調される可能性が示唆された。また、 PVL 群は、無呼吸発作の頻度が高いために

酸素投与日数や人工換気日数が有意に長く、その呼吸循環系調節機構の instability が明

かとなった。


